








要約

先天異常児を出生した母親及びその家族への援助の実態を明らかにするために分娩件数年

間 500 件以上の施設の看護職員を対象にアンケート調査をおこなった。回答者 822 名から

得られた結果によると,出産後の母親のケア場面で問題になることは,①母親のショックが

大きい,②家族のショックが大きい,③母親や家族が児を受容しないなど心理面の問題をあ

げており,これらの母親に悲嘆過程をたどらせる必要は理解しているが実際の援助方法が

手さぐり状態で困惑している。なかには患者から逃避しているケースもあった。特に,夫

や家族の援助と継続看護にはさらに困難をきたしている。


